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こ
の
報
告
は
、
岱
康
研
究
の
基
礎
作
業
の
過
程
に
お
い
て
気
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

 
竹
林
七
賢
の
領
袖
岱
康
が
親
友
山
濤
(
巨
源
)
に
与
え
た
絶
交
を
告
げ
る
手
紙
は
、
六
朝
人

の
姿
と
精
神
を
知
る
上
で
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
書
が
い
つ
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
の
か
、
中
国
の
研
究
者
に
も
二
一
あ
っ
て
定
ま
ら
な
い
。
ま
た
「
龍
章
鳳
姿
」
の
偉
容
を
持

ち
太
学
生
三
千
人
を
動
員
す
る
影
響
力
を
持
つ
替
康
は
、
国
家
転
覆
を
謀
る
司
馬
氏
の
陰
謀
に

よ
っ
て
投
獄
・
.
 
刑
死
の
運
命
に
遇
い
処
刑
さ
れ
る
ゆ
し
か
し
こ
の
死
が
い
つ
の
こ
と
な
の
か
、

死
後
百
年
に
し
て
既
に
異
説
あ
り
今
日
に
至
る
も
定
め
難
い
。
本
稿
で
は
替
康
研
究
の
秀
作
、

 
 
戴
明
揚
『
岱
康
集
校
注
』
(
人
民
文
学
出
版
社
)

 
 
侯
外
盧
・
趨
紀
彬
・
杜
国
痒
・
示
指
生
『
中
国
思
想
通
史
』
(
人
民
出
版
社
)

の
三
后
に
批
判
を
加
え
な
が
ら
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
て
み
る
。

『
與
山
笠
源
絶
交
書
』
の
作
年
代

酒
會
詩
四
言
詩

竹
林
の
交
遊
時
の
作

甘
露
元
年
(
二
五
八
)

管
鰭
酒

夏
四
月
、
高
貴
郷
公
太
学
に
て
諸
儒
と
管
叔
・
察
叔
に
つ
い
て
問
答

景
元
元
年
(
二
六
〇
)

思
親
詩
與
玩
徳
如
.
 
與
山
雨
溌
墨
交
書

三
元
三
年
(
二
六
二
)

述
志
詩
幽
憤
詩
與
呂
長
悌
絶
交
書
家
誠

稽
康
入
獄
 
刑
死

こ
の
十
篇
の
う
ち
で
最
も
資
料
的
価
値
の
高
い
の
が
『
與
山
巨
緊
急
交
書
』
で
あ
り
、
こ
の
『
絶

交
書
』
の
作
年
代
を
起
点
と
し
て
他
作
品
の
考
証
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
.
 

 
『
中
国
思
想
通
史
』
は
『
與
山
巨
源
絶
交
書
』
を
三
元
元
年
(
二
六
〇
)
の
作
と
推
定
す
る
。

そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
『
絶
交
書
』
中
の
、
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岱
康
の
詩
文
の
作
年
代
を
考
証
し
た
も
の
と
し
て
『
中
国
思
想
通
史
』
(
第
三
巻
 
一
六
一
頁

～
一
六
四
頁
)
が
あ
る
。
こ
の
書
の
中
で
考
証
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
作
品
は
、
詩
十
三
篇
の
う
ち
六
篇
と
、
文
十
六
篇
の
う
ち
の
四
篇
で
、
そ
れ
を
左
に
掲

げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
コ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 

 
層
玩
出
歯
、
至
島
国
法
之
士
所
縄
、
疾
之
如
雛
、
置
生
大
野
軍
保
持
累
計
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
雪
山
巨
源
絶
交
書
)

下
汐
が
受
け
た
礼
法
の
士
か
ら
の
非
難
攻
撃
を
大
将
軍
司
馬
昭
が
か
ば
っ
た
と
言
っ
て
い
る
岱

康
の
記
述
に
注
目
し
、
そ
れ
は
い
つ
の
事
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
そ
の
た



2哉卓保久

め
に
『
巫
日
書
』
何
曾
傳
を
有
力
な
傍
証
資
料
と
し
て
提
示
す
る
。
『
中
国
思
想
通
史
』
が
引
用
し

た
何
曾
傳
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
読
み
方
が
問
題
と
な
る
の
で
煩
を
厭
わ
ず
あ
げ
て
み
る

と
、 

 
魏
帝
劇
魔
也
、
曾
預
其
謀
焉
。
時
歩
兵
校
尉
院
籍
負
才
竪
町
、
居
喪
無
量
。
曾
面
質
籍
甚

 
 
文
帝
座
日
、
「
卿
縦
情
背
禮
、
敗
俗
之
人
、
今
忠
賢
執
政
、
綜
核
名
實
、
若
卿
之
曹
、
不
可

 
 
長
也
。
」
因
言
於
帝
日
、
「
公
方
以
孝
治
天
下
、
而
聴
院
籍
以
重
哀
飲
酒
食
肉
於
公
座
。
宜

 
 
濱
生
首
、
無
令
汚
染
華
夏
。
」
帝
日
、
「
此
子
轟
吊
輪
此
、
君
不
能
爲
吾
忍
邪
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
巫
日
書
巻
三
十
三
 
何
曾
傳
)

何
曾
傳
に
は
ま
さ
し
く
『
與
山
巨
里
雪
交
書
』
の
記
述
に
当
る
事
が
史
実
と
し
て
見
え
る
。
文

帝
(
司
馬
昭
)
の
座
の
御
前
に
並
ん
だ
重
臣
円
陣
と
歩
兵
校
尉
院
籍
。
礼
法
の
士
何
曾
は
放
誕

の
士
院
籍
の
縦
情
背
礼
ぶ
り
を
院
籍
の
面
前
に
吐
き
か
け
る
か
の
ご
と
く
問
い
質
し
、
そ
れ
を

聞
い
て
わ
し
に
免
じ
て
我
慢
し
て
や
っ
て
く
れ
ぬ
か
と
な
だ
め
る
司
馬
昭
。
(
何
曾
は
こ
の
時
警

視
総
監
と
も
言
う
べ
き
司
隷
校
尉
の
職
に
あ
っ
た
か
ら
、
司
馬
昭
の
言
葉
が
な
け
れ
ば
禅
譲
は

こ
の
時
点
で
敗
俗
背
礼
の
士
の
罪
名
を
き
て
処
刑
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
岱
康
が
司
隷
校
尉

鍾
會
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
の
と
全
く
同
じ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
)
と
も
あ
れ
、
こ
の
史
実
は
「
魏

帝
之
魔
也
」
と
ほ
ぼ
同
じ
「
時
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
「
魏
帝
船
腹
也
」
の
「
魏
帝
」

と
は
誰
か
が
特
定
で
き
れ
ば
、
こ
の
院
籍
に
関
す
る
で
き
ご
と
の
時
期
も
推
定
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

 
で
は
「
魏
帝
」
と
は
誰
か
。
そ
れ
を
考
証
す
る
た
め
に
「
中
国
思
想
通
史
』
は
『
與
山
巨
源

絶
交
書
』
で
岱
康
自
ら
が
語
る
院
籍
に
関
す
る
記
述
「
重
言
大
將
軍
保
持
之
耳
」
の
「
大
古
軍
」

の
語
に
注
目
し
、
司
馬
昭
の
大
将
軍
在
位
期
間
と
皇
帝
の
廃
位
事
件
と
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
の

有
無
を
検
索
す
る
。
『
中
国
思
想
通
史
』
に
は
掲
げ
て
い
な
い
が
念
の
た
め
関
連
す
る
こ
と
を
年

表
と
し
て
み
て
み
る
と
、

嘉
平
六
年
九
月
(
二
五
四
)

正
元
元
年
二
月
(
二
五
五
)

嘉
元
元
年
五
月
(
二
六
〇
)

景
元
四
年
十
月
(
二
六
三
)

魏
早
馬
王
子
魔
位
に
追
い
集
ま
る

司
馬
昭
大
熱
軍
と
な
る

魏
帝
高
貴
郷
公
髪
磨
珠
さ
る

司
馬
昭
大
將
軍
か
ら
相
國
に
進
位

「
魏
帝
」
は
斉
王
芳
で
は
な
く
て
高
貴
郷
公
髪
の
こ
と
と
な
り
「
魏
帝
之
魔
也
」
は
景
品
元
年

の
魏
帝
毫
の
二
宮
事
件
と
な
る
。
加
え
て
『
著
書
』
言
言
傳
に
み
え
る
、

公
方
以
孝
治
天
下
、
而
聰
院
籍
以
重
哀
飲
酒
食
肉
於
公
座
。

の
何
曾
の
発
言
は
ま
さ
し
く
高
貴
郷
公
が
皇
太
后
へ
の
殺
意
・
誹
諺
に
よ
る
「
不
孝
」
と
い
う

名
目
に
よ
っ
て
詠
殺
さ
れ
た
(
魏
志
 
三
三
帝
紀
)
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
傍
証
し

て
い
る
。
従
っ
て
替
鞘
が
、

院
嗣
宗
、
三
唱
禮
法
之
士
所
縄
、
疾
四
三
齢
、
幸
甚
大
海
軍
保
持
之
耳
。

と
述
べ
る
『
與
山
売
源
絶
交
書
』
は
至
愚
元
年
以
降
の
作
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
景
元
元
年
以

降
の
い
っ
か
と
言
え
ば
、
こ
の
『
絶
交
書
』
を
書
い
た
と
き
、
子
の
替
紹
は
八
歳
で
あ
り
、

今
女
皇
十
三
、
子
下
八
歳

(
與
山
巨
源
絶
交
書
)

そ
の
二
年
後
の
十
歳
の
と
き
父
替
康
が
刑
死
に
遇
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

十
歳
而
孤

(
巫
日
書
巻
八
十
九
 
替
高
齢
)

『
絶
交
書
』
は
刑
死
の
二
年
前
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
刑
死
の
時
期
を
後
述

す
る
よ
う
に
『
中
国
思
想
通
史
』
は
景
元
三
年
の
こ
と
と
考
え
、
従
っ
て
『
今
山
巨
源
絶
交
書
』

は
、
そ
の
二
年
前
の
景
元
元
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
で
あ

る
と
、
確
信
を
も
っ
て
断
言
し
て
い
る
。

 
し
か
し
『
中
国
思
想
通
史
』
の
考
証
に
は
難
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
『
巫
日
書
』
何
曾
傳
の

読
み
と
り
方
の
問
題
で
あ
り
、
一
つ
は
『
山
濤
行
状
』
と
い
う
資
料
の
見
落
し
で
あ
る
。

『
巫
呈
昌
何
曾
傳
に
関
し
て
は
『
中
国
思
想
通
史
』
は
、
縦
情
背
礼
・
敗
俗
之
人
と
院
籍
を
非

難
す
る
何
曽
に
対
し
て
、
大
将
軍
司
馬
昭
が
弁
護
し
た
と
い
う
で
き
ご
と
が
、
景
元
元
年
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
そ
の
前
に
位
置
す
る
「
遅
遅
之
腹
也
、
曾
預
其
謀
焉
」

の
魏
帝
は
高
貴
郷
公
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
だ
が
、
な
る
ほ
ど
何
曾
傳
を
、

魏
帝
之
腰
也
、
曾
預
其
謀
焉
。
時
歩
兵
校
尉
院
籍
負
芽
放
誕
、
居
喪
無
禮
。

こ
の
よ
う
な
区
切
り
方
で
読
み
と
り
、
「
時
」
が
「
魏
帝
畑
違
也
」
の
記
述
を
受
け
た
も
の
と
す
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る
な
ら
魏
帝
は
高
貴
郷
公
と
な
り
そ
れ
は
家
元
元
年
の
こ
と
と
な
る
。

次
の
よ
う
に
区
切
っ
て
読
め
ば
話
億
違
っ
て
く
る
。
，

し
か
し
そ
の
何
曾
傳
を

嘉
平
中
、
爲
司
隷
校
尉
。
撫
軍
校
事
テ
弓
懸
旧
作
威
、
姦
利
盈
積
、
朝
野
畏
揮
、
莫
謡
言

者
。
曾
奏
劾
之
、
朝
廷
構
焉
。
時
曹
爽
専
権
、
宣
帝
亡
妻
、
曾
亦
謝
病
。
爽
諌
、
乃
起
視

事
。
魏
帝
四
魔
也
、
曾
三
三
謀
焉
。

時
歩
兵
校
尉
院
籍
三
才
放
誕
、
居
喪
無
禮
。
曾
面
質
籍
於
文
帝
日
ハ
「
卿
旧
情
背
禮
、
9
敗
俗

三
人
、
…
」

何
曾
は
嘉
平
中
(
二
四
九
～
二
五
四
)
に
属
隷
校
尉
と
な
り
、
弄
模
の
横
暴
姦
利
を
弾
劾
し
て

称
賛
さ
れ
、
あ
た
か
も
大
将
軍
曹
爽
の
専
横
輔
政
政
治
の
時
に
は
、
後
の
宣
帝
(
司
馬
諮
)
と

と
も
に
病
気
と
称
し
て
曹
爽
を
避
け
、
ま
た
曹
爽
が
処
刑
さ
れ
た
時
は
そ
れ
を
起
ち
て
視
、
更

に
は
魏
帝
廃
位
の
謀
議
に
も
参
画
し
な
、
と
い
う
ふ
う
に
「
魏
帝
之
腹
帯
」
を
上
に
つ
づ
く
何

曾
の
手
柄
話
の
一
つ
と
読
み
、
一
方
い
「
時
」
以
下
を
夏
号
が
文
帝
(
司
馬
昭
)
の
御
前
で
離
籍

を
面
質
し
天
下
の
治
を
展
望
す
る
与
論
を
展
開
し
た
も
う
一
つ
の
手
柄
話
と
読
め
ば
、
こ
の
院

籍
に
ま
つ
わ
る
話
は
司
馬
昭
の
大
将
軍
在
任
中
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
魏
帝
の
廃
位
事
件
は
そ
.
 

の
司
馬
昭
の
在
任
期
間
に
拘
束
さ
れ
ず
、
嘉
平
六
年
二
才
斉
王
芳
の
廃
位
事
件
で
あ
っ
て
も
よ
い

こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
『
中
国
思
想
通
史
』
に
言
う
よ
う
に
高
貴
郷
公
が
廃
諌
さ
れ
た
景
元
元

年
の
「
時
」
に
院
籍
に
ま
つ
わ
る
話
が
行
わ
れ
た
と
億
特
定
で
き
な
く
な
る
。
唯
、
・
司
馬
昭
の

大
将
軍
在
任
中
の
こ
と
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
。
従
っ
て
『
中
国
思
想
通
史
』
が
、
『
白
山
巨

源
絶
交
書
』
の
中
と
『
奮
書
』
何
曾
傳
の
中
の
院
籍
に
関
す
る
部
分
を
作
年
代
考
証
の
鍵
と
し

て
取
り
上
げ
、
手
元
元
年
の
作
で
あ
る
と
確
信
を
も
っ
て
出
し
て
い
た
結
論
に
必
然
性
が
な
く

な
 
る
こ
と
に
な
る
。

，
・
そ
し
て
『
通
史
』
の
考
証
の
難
点
の
も
う
」
つ
は
『
三
國
志
』
の
次
の
資
料
を
見
逃
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

及
山
回
爲
選
曹
郎
、
學
康
自
代
、
康
答
書
拒
絶
。
 
 
 
(
魏
氏
春
秋
 
王
粟
傳
注
引
)

濤
始
以
景
元
二
年
除
吏
部
郎
耳
。
，
 
 
 
 
 
(
山
濤
行
状
 
王
緊
傳
注
築
語
引
)

山
濤
が
人
事
選
考
の
官
に
と
り
た
て
ら
れ
た
時
岱
康
を
自
分
の
代
り
に
推
挙
七
よ
う
と
し
て
、

却
っ
て
奮
康
か
ら
絶
交
を
言
い
渡
さ
れ
た
手
紙
が
『
遠
山
巨
三
絶
交
書
』
で
あ
る
の
は
明
白
な

事
実
だ
が
、
山
濤
が
そ
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
『
山
濤
行
状
』
に
あ
る
ご
と
く
景
元
二
年
の

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
前
年
の
景
元
元
年
に
山
楼
が
自
分
の
代
り
に
三
三
を
推
挙
す
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
く
な
る
ρ
『
與
山
言
前
絶
交
書
』
の
作
年
代
は
景
元
二
年
の
こ
と
で

あ
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
景
元
二
年
作
説
は
寒
明
熱
学
が
『
岱
康
集
校
注
』
の
中
で
、
清
.
 

孫
志
祖
の
『
讃
書
腔
録
』
を
引
い
元
案
語
に
、

 
 
書
案
、
濤
以
罫
書
二
年
除
吏
部
郎
、

と
簡
単
に
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

二
 
就
山
康
刑
死
の
年
代

則
絶
交
書
雪
融
當
在
勤
年
。

(
三
六
九
頁
)

 
で
は
三
千
人
の
太
学
生
の
嘆
願
書
も
む
な
し
く
四
十
歳
に
し
て
刑
死
の
運
命
に
散
っ
た
奮
康

の
死
は
い
つ
の
こ
と
な
の
か
。
諸
説
あ
る
。
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

正
元
二
年
(
二
五
五
)
説

 
 
 
 
干
寳
『
町
尽
』
 
孫
譲
『
魏
氏
春
秋
』
或
『
巫
日
陽
秋
』
 
習
馨
歯
『
漢
巫
日
春
秋
』

 
 
 
 
 
 
正
元
二
年
、
司
馬
斎
王
反
自
主
嘉
、
潜
思
康
・
呂
安
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
三
國
志
魏
書
 
王
集
置
注
案
語
引
)

景
元
中
(
二
六
〇
～
二
六
四
)
説
・

 
 
 
『
三
國
志
』

 
 
 
 
 
 
欝
欝
元
中
、
忍
事
諌
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
魏
書
 
王
室
傳
)

景
元
三
年
(
二
六
二
)
説

 
 
 
幽
『
資
治
通
鑑
』

 
 
 
 
 
 
昭
遂
殺
安
直
康
。
 
 
 
 
 
 
(
巻
七
十
八
 
魏
紀
勢
元
皇
帝
下
)

 
 
.
 
・
『
湛
淵
静
語
』
.
 
(
元
・
白
瑛
)

 
 
 
 
 
 
園
山
康
傳
列
於
玉
書
、
予
毎
賦
活
誤
。
平
語
各
日
、
實
魏
元
三
景
元
三
年
。

 
 
 
『
七
修
類
稿
』
(
明
・
郎
瑛
)

 
 
 
 
 
 
奮
康
、
三
人
鍾
會
憾
之
、
譜
於
司
馬
昭
、
欲
助
母
丘
倹
、
而
殺
之
、
實

 
 
 
 
 
 
三
元
三
年
事
項
。

 
 
 
『
中
国
思
想
通
史
』

 
 
 
 
 
一
替
康
之
珠
、
在
山
蛭
菊
逸
官
直
覧
会
力
司
東
之
吋
'
'
則
影
響
景
元
二
年
至

 
 
 
 
 
 
三
年
冬
的
一
段
吋
間
中
ゆ

 
 
 
 
 
 
如
我
当
直
・
力
紹
傳
所
説
的
辺
十
笈
而
孤
'
'
是
一
奈
娩
実
年
山
夕
、
則
絶
交

 
 
 
 
 
 
書
誌
作
在
窯
元
元
年
、
康
被
書
置
景
雲
三
年
、
迭
是
最
可
能
的
硝
実
年
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扮
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
第
三
巻
 
一
六
〇
～
一
六
一
頁
)

景
元
四
年
(
二
六
三
)
説

 
 
 
『
岱
野
駈
校
注
』

 
 
 
 
 
 
揚
案
、
濤
以
景
元
二
年
置
吏
下
郎
、
則
絶
交
書
豊
作
、
當
在
此
年
。
書
云

 
 
 
 
 
 
「
女
年
十
三
、
男
年
八
歳
」
而
争
覇
傳
云
「
紹
十
歳
而
孤
」
則
叔
夜
盗
死
、

 
 
 
 
 
 
當
在
景
元
四
年
也
。
干
寳
等
誤
爲
二
年
、
通
町
更
以
爲
三
年
、
未
知
何
回
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
三
六
九
頁
)

正
元
二
年
の
こ
と
と
す
る
干
寳
・
孫
盛
・
習
難
歯
の
諸
書
の
説
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
斐
松
之
が

既
に
指
摘
し
て
お
り
こ
れ
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
景
元
中
の
三
年
の
こ
と
な
の
か
四
年
の

こ
と
な
の
か
が
問
題
と
な
る
。
戴
明
正
『
校
注
』
に
言
う
ご
と
く
三
年
の
こ
と
と
す
る
『
逮
捕
』

の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
し
、
そ
の
『
組
帯
』
の
説
を
受
け
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
湛
淵
三
聖
』

及
び
『
七
修
類
稿
』
と
も
に
そ
の
考
証
は
省
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
『
與
山
巨
魁
絶

交
書
』
が
書
か
れ
た
二
年
後
の
こ
と
と
し
て
、
歯
元
二
年
に
二
年
を
単
純
加
算
し
て
四
年
の
こ

と
と
す
る
戴
明
揚
『
校
注
』
の
説
に
も
疑
問
が
残
る
。

 
最
も
簡
潔
で
妥
当
な
説
を
展
開
す
る
の
は
『
中
国
思
想
通
史
』
の
次
の
考
証
で
あ
ろ
う
。
『
中

国
思
想
通
史
』
は
斐
松
之
の
案
語
に
引
く
『
鍾
會
傳
』
の
、

 
 
重
詰
傳
亦
云
、
會
作
司
隷
校
尉
時
珠
康
、
會
無
謬
隷
、
冷
帯
中
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
三
國
志
魏
書
 
王
叡
米
傳
注
)

替
康
が
殺
さ
れ
た
の
は
鍾
會
が
司
隷
校
尉
の
時
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
に
注
目
す
る
。
踏
貫
傳

を
見
る
に
、

 
 
遷
司
隷
校
尉
。
雌
在
外
司
、
時
政
損
益
、
當
世
與
奪
、
無
音
書
典
。
岱
康
等
見
諜
、
皆
會

 
 
謀
也
。
景
元
三
年
冬
、
以
會
爲
鎮
西
将
軍
、
假
節
都
督
關
中
諸
軍
事
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
三
國
志
多
書
 
鍾
會
傳
)

鍾
會
は
景
元
三
年
冬
を
も
っ
て
司
隷
校
尉
の
任
を
解
か
れ
鎮
西
将
軍
・
仮
節
都
督
関
中
諸
軍
事

に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
岱
康
の
死
は
景
元
三
年
冬
ま
で
の
こ
と
と
な
り
戴
明
輝
『
校

注
』
の
説
、
熱
湯
四
年
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
く
な
る
。
そ
し
て
『
中
国
思
想
通
史
』
は
景

元
三
年
冬
以
前
の
死
と
い
う
大
ま
か
な
推
測
を
絞
る
た
め
に
自
ら
主
張
す
る
『
村
山
巨
源
絶
交

書
』
の
作
年
代
、
景
元
元
年
説
に
、
子
岱
紹
の
年
齢
が
『
絶
交
書
』
を
書
い
た
と
き
に
八
歳
、

死
の
と
き
に
十
歳
で
あ
る
こ
と
を
加
味
し
て
替
康
の
死
の
年
代
は
『
絶
交
書
』
が
書
か
れ
た
二

年
後
の
景
元
三
年
中
の
こ
と
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。

 
こ
の
『
中
国
思
想
通
史
』
が
導
き
出
し
た
結
論
は
最
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
『
中
国
思
想
通
史
』
は
こ
の
結
論
を
導
き
出
す
上
で
次
の
二
点
に
お
い
て
首
肯
し
難
い
過
程

を
有
す
る
。
一
つ
は
『
與
墨
壷
源
絶
交
書
』
の
作
年
代
の
所
で
既
述
し
た
ご
と
く
『
絶
交
書
』

は
景
元
二
年
の
作
で
あ
る
べ
き
を
景
元
元
年
の
作
と
し
た
上
で
死
の
年
代
を
考
証
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
結
論
は
妥
当
で
も
そ
の
土
台
が
ぐ
ら
つ
い
た
ま
ま
と
な
る
。
い
ま
『
中

国
思
想
通
史
』
の
『
與
山
巨
源
絶
交
書
』
作
年
代
考
証
の
あ
と
を
逆
に
た
ど
っ
て
み
る
と
次
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
『
中
国
思
想
通
史
』
は
枇
山
康
の
死
の
下
限
が
景
元
三

年
冬
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
動
か
し
難
い
年
次
を
ま
ず
導
き
出
し
て
お
い
て
、
次
に
子
岱
紹
の

年
齢
差
二
年
を
も
と
に
『
絶
交
書
』
の
作
年
代
を
死
の
二
年
前
の
景
元
元
年
の
こ
と
と
予
測
を

立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
二
元
元
年
説
を
固
め
る
た
め
に
高
貴
斥
候
の
廃
珠
と
い
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鰍

景
元
元
年
女
起
っ
た
明
白
な
史
実
と
の
関
連
を
求
め
て
、
『
絶
交
書
』
の
中
に
言
及
し
て
い
る
大
4

将
軍
司
馬
昭
と
七
二
と
の
話
に
心
見
そ
の
擬
を
『
巫
・
書
』
何
働
・
傳
に
捜
し
出
し
て
傍
証
㎞

と
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
ら
し
く
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
何
曾
傳
を
読
3
0

み
誤
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は
既
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
M

も
う
;
は
『
與
山
精
源
絶
交
書
』
彗
一
・
う
籍
の
年
齢
八
歳
と
蚕
自
』
些
一
零
死
の
時
鳳

の
替
紹
の
年
齢
十
歳
の
差
の
二
年
を
単
純
に
考
え
す
ぎ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
中
国
思
想
通
史
』
㎞

鮭
山
康
の
死
の
年
景
元
三
年
か
ら
二
年
を
減
ず
る
.
 
、
と
に
よ
っ
て
『
與
山
巨
源
絶
交
書
』
の
作
鳳

年
代
を
情
工
元
年
と
し
た
。
し
か
し
山
濤
が
器
官
に
宿
せ
ら
れ
た
の
は
景
元
二
年
の
こ
と
で
あ
田

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

る
か
ら
単
純
に
二
年
を
減
じ
た
の
で
は
矛
盾
を
生
じ
て
く
る
。
戴
明
揚
『
校
注
』
も
、
『
絶
交
書
』
 
の

重
日
い
た
時
(
景
元
二
年
)
の
籍
の
年
齢
八
歳
と
死
の
時
の
年
齢
＋
歳
と
を
考
え
三
叔
夜
酬

の
死
は
當
に
景
元
四
年
に
在
る
べ
き
な
り
」
と
単
純
に
二
年
を
加
算
し
て
竃
元
四
年
の
こ
と
と
R

し
て
い
る
。
し
か
し
景
元
四
年
説
は
鍾
會
の
司
隷
校
尉
の
点
か
ら
考
え
て
あ
り
え
な
い
。
既
述

の
よ
う
に
鍾
會
は
景
雲
三
年
冬
に
磁
歪
校
尉
か
ら
鎮
西
将
軍
と
な
り
蔵
元
四
年
十
二
月
乙
卯
に

は
更
に
司
徒
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
三
國
志
左
書
 
三
少
帝
紀
 
鍾
會
傳
)
 
こ

の
よ
う
に
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
の
な
い
年
代
と
考
え
ら
れ
る
岱
康
の
死
の
年
景
元
三
年
と
『
與
山
巨

源
絶
交
書
』
の
作
年
代
書
志
二
年
と
を
中
心
に
替
紹
の
年
齢
の
差
二
年
を
加
減
し
て
み
る
と
、

死
の
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
『
絶
交
書
』
は
元
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
『
絶
交
書
』

が
書
か
れ
た
年
か
ら
計
算
す
れ
ば
死
は
四
年
の
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
ど
ち
ら
も
一
年
の
ず

れ
が
で
き
る
。
で
は
『
絶
交
書
』
作
年
と
替
早
死
年
の
差
一
年
と
、
愁
紹
の
年
齢
差
二
年
と
を
ど

う
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
到
底
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
程
式
の
よ
う
に
み
え
る
が
別
に
難
し

い
問
題
で
は
な
い
。
岱
紹
の
生
れ
月
が
何
月
が
に
よ
っ
て
替
紹
は
景
元
二
年
か
ら
三
年
の
間
に
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八
歳
か
ら
十
歳
に
な
り
う
る
。
左
に
掲
げ
た
表
が
そ
れ
で
あ
る
。
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例
え
ば
岱
紹
が
五
月
生
れ
な
ら
、
『
絶
交
書
』
が
書
か
れ
た
(
八
歳
)
期
間
は
景
元
二
年
一
月
か

ら
五
月
の
間
、
父
刑
死
の
と
き
(
十
歳
)
は
景
元
三
年
五
月
か
ら
九
月
の
範
囲
で
八
歳
か
ら
十

歳
の
年
齢
で
あ
り
う
る
。
勿
論
ひ
と
月
は
三
十
日
あ
る
か
ら
そ
の
月
の
何
日
生
れ
で
あ
る
か
に

よ
っ
て
も
範
囲
の
移
動
は
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
最
も
早
い
生
月
日
と
し
て
一
月
二
日
生
れ
の
場

合
は
『
絶
交
書
』
が
書
か
れ
た
時
期
は
一
月
一
日
と
な
り
刑
死
の
時
期
は
一
月
二
日
か
ら
九
月

末
■
日
ま
で
の
間
で
あ
り
う
る
し
、
最
も
遅
く
は
九
月
二
十
九
日
生
れ
の
場
合
で
、
『
絶
交
書
』
は

一
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
の
間
に
書
か
れ
そ
の
死
は
九
月
三
十
日
で
あ
り
う
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
考
え
る
と
替
紹
の
生
月
日
は
一
月
二
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
の
間
で
あ
る
こ
上
が
推
測

さ
れ
、
『
絶
交
書
』
は
景
元
二
年
一
月
一
旧
か
ら
九
月
二
十
八
日
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

刑
死
は
三
元
三
年
一
月
二
日
か
ら
九
月
三
十
日
の
間
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
可
能
に
な

る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
『
與
山
巨
源
絶
交
書
』
は
景
元
二
年
(
二
六
一
)
一
月
一
日
か
ら
九
月
二

十
八
日
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
し
、
替
康
の
刑
死
は
景
元
三
年
一
月
二
日

か
ら
九
月
三
十
日
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

あ
 
と
 
が
 
き

次
回
に
は
新
た
に
そ
の
作
年
代
が
推
測
さ
れ
う
る
作
品
、

 
 
 
『
答
二
郭
』
(
『
郭
遽
周
贈
』
・
『
郭
遽
叔
贈
』
)

 
 
 
『
山
生
き
口
詩
』

 
 
 
『
代
秋
胡
歌
詩
』

 
 
 
『
酒
丁
丁
』

の
作
年
代
と
、
岱
康
の
中
散
大
夫
退
官
の
時
期
は
い
っ
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

 
 
(
昭
和
五
八
年
九
月
十
七
日
受
理
)

(
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
国
語
教
室
)
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